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Pick Up Topics

1

成人式の写真データを希望される方は、総務課にお問合せください。 ☎３５－０２１１

元気いっぱいの男性陣 恩師有田先生の言葉に耳を傾ける

万歳三唱で新成人の未来を祈念中には懐かしい思い出がぎっしり 「自撮り棒」で大切な思い出を残す

新成人代表謝辞を述べる白砂さん

56
名
が
成
人
を
迎
え
る

１
月
４
日（
水
）、
相
良
村

総
合
体
育
館
１
階
研
修
室

に
て
平
成
29
年
相
良
村

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
は
男
性
29
名
、

女
性
27
名
の
計
56
名
が

め
で
た
く
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。

人
生
の
先
輩
方
か
ら
の
言
葉

　

德
田
村
長
は
「
相
良
人
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、

一
度
き
り
の
人
生
を
、
命
を
大
事
に
楽
し
ん
で
ほ

し
い
」
と
式
辞
。
中
学
校
時
代
の
恩
師
、
有
田
文あ
や

先
生
も
「
皆
さ
ん
は
ち
ょ
っ
と
し
た
優
し
さ
、
気

配
り
が
上
手
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
良
さ
を

生
か
し
て
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

一
人
前
の
自
覚
を
持
っ
て

　

新
成
人
を
代
表
し
て
、
白
砂
秀
平
さ
ん（
永
江
）

が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。「
家
族
や
友
人
、
周
囲
の

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
節
度
あ
る
立
派

な
社
会
人
に
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て
い
く
」
と
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

閉
式
後
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
保
育
園
を
訪
れ

た
り
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
掘
り
起
こ
し
た
り
と
、

人
生
に
一
度
の
大
切
な
日
を
仲
間
と
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

決
意
新
た
に
、
門
出
の
日

相良村成人式

タイムカプセル発見！

　　現況と将来
　の目標を発表
する新成人



2通常点検　一糸乱れぬ動きを見せる

放水競技
水に濡れながらも
懸命に玉を狙う

相
良
村
消
防
出
初
式

こ
と
し
も
、
村
の
安
全
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
た
ち
が
守
る

　

１
月
８
日（
日
）、
相
良
村
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
、
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
規
律
や
服
装
、
隊
列
の

並
び
な
ど
を
審
査
す
る
通
常
点
検
と
、
上

方
20
ｍ
の
玉
を
め
が
け
て
放
水
し
、
落
と
す

速
さ
を
競
う
放
水
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
と
し
は
あ
い
に
く
激
し
い
雨
に
見
舞

わ
れ
、
開
会
式
と
通
常
点
検
は
相
良
村
総

合
体
育
館
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
団

員
２
０
０
名
が
一
堂
に
会
し
、
息
の
そ

ろ
っ
た
入
場
行
進
で
開
会
。
ま
た
、
勤
続

30
年
で
岡
本
伊
智
郎
団
長（
松
葉
）が
表
彰

を
受
け
た
ほ
か
、
勤
続
25
年
１
名
、
20
年

19
名
、
15
年
19
名
、
10
年
10
名
、
優
良
団

員
12
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
点
検
で
は
、
各
分
団
長
の
指
揮
の

も
と
、
き
び
き
び
と
し
た
動
き
を
見
せ
、

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ス
を
す
ば
や
く
伸
ば
し
て
連
結

し
、
そ
し
て
正
確
に
玉
に
水
を
当
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
放
水
競
技
。
幸
運
に
も
雨

が
上
が
り
、
団
員
ら
は
意
気
揚
々
と
競
技

に
臨
み
ま
し
た
。

悪
天
候
に
め
げ
ず
、
訓
練
の
成
果
を
発
揮

　

各
競
技
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。通

常
点
検

優
勝　

第
３
分
団

（
松
葉
・
中
央
）

２
位　

第
７
分
団（
下
四
浦
）

３
位　

第
４
分
団

（
永
江
・
上
園
・
松
馬
場
）

放
水
競
技

優
勝　

第
１
分
団
第
３
部

（
平
原
・
永
谷
）
25
秒
91

２
位　

第
４
分
団
第
２
部

（
上
園
）
26
秒
22

３
位　

第
８
分
団
第
１
部

（
中
四
浦
）
26
秒
46

Pick Up Topics
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Sports News

師走 中学校駅伝大会　
クラス No.1 へ向けてタスキを繋ぐ南小学校　我先にとスタートダッシュ

北小学校　ベストを尽くし完走

　

男
子
第
67
回
全
国
高
等
学
校

駅
伝
競
走
大
会

　

12
月
25
日（
日
）、
毎
年
京
都
府
で
開
催

さ
れ
る
本
大
会
に
、小
林
高
校
駅
伝
部（
宮

崎
県
）
の
大
土
手
嵩
選
手（
新
村
出
身
）が

出
場
し
ま
し
た
。

　

３
区
の
吉
村
主
将（
湯
前
中
出
身
）か
ら

13
位
で
タ
ス
キ
を
受
け
、
４
区（
約
８
㎞
）

を
区
間
９
位（
24
分
１
秒
）の
力
走
。
11
位

に
順
位
を
上
げ
ま
し
た
。
最
終
結
果
は
15

位
と
入
賞
を
逃
し
、
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ

た
大
土
手
選
手
で
し
た
が
、
高
校
生
活
最

後
の
大
会
を
、
チ
ー
ム
の
副
主
将
と
し
て

見
事
に
引
っ
張
り
ま
し
た
。

　

第
64
回
球
磨
一
周
市
町
村
対
抗

熊
日
駅
伝
大
会

　

12
月
18
日（
日
）、
錦
町
役
場
を
ス
タ
ー

ト
、
同
町
武
道
場
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
本
大

会
に
相
良
村
か
ら
は
２
チ
ー
ム
が
出
場
。

総
距
離
52
．65
㎞
を
８
人
で
タ
ス
キ
を
繋

ぎ
、
Ａ
チ
ー
ム
が
６
位
入
賞
、
Ｂ
チ
ー
ム

が
16
位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

　

注
目
は
、
４
年
ぶ
り
に
相
良
村
か
ら
出

場
し
た
杉
枝
真
二
選
手（
十
島
）。
熊
本
城

マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
６
の
優
勝
選
手
で
す
。

７
区（
９
．１
㎞
）を
28
分
59
秒
で
走
り
、

区
間
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
長
距
離
走
・
駅
伝
大
会

　

朝
霧
に
包
ま
れ
る
中
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
の
応
援
を
背
に
、
白
い
息
を
吐
き

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
中
学
校
の
各
ク
ラ
ス
代
表
選
手

が
走
る
駅
伝
大
会
で
は
、
２
年
１
組
と
３

年
２
組
が
ゴ
ー
ル
前
で
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
。

２
年
１
組
が
優
勝
を
勝
ち
と
り
、
会
場
を

大
い
に
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
４

区
間
で
区
間
新
記
録
が
飛
び
出
し
、
こ
と

し
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
証
明
さ
れ
た
大
会

と
な
り
ま
し
た
。 区

間
賞
の
走
り
で
チ
ー
ム
に

貢
献
し
た
杉
枝
選
手

　　月は各地で長距離走や駅伝大会が開催され、
大人から子どもまで、寒さに負けず力走しました。
12

全国の舞台を
駆ける大土手選手
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Sports News

磯
いそ

田
だ

　昌
まさ

臣
おみ

さん
段位６段
剣道歴 32年
指導歴 19年
主に中学生の
指導にあたる

指導者がみる剣友会の姿

　彼らはとても攻撃的なチーム。勝

つか負けるか白黒はっきりさせる戦

いを見せます。不器用ですが、失敗

を恐れないスタイルが長所でもある

と思います。

　彼らには大人になっても剣道を続

けてほしい、その想いから徹底して

基本を中心に指導しています。また、

目先の結果に捉われず、高い目標を

持ってほしいです。「試合内容が大

事。結果は後からついてくる。」そ

れを何度も伝えています。

　最後に、周りへの感謝を忘れない

よう指導しています。遠征が多く、

資金作りをさせてもらうのですが、

いつもたくさんの協力をいただいて

います。また、剣道に打ち込める環

境を作ってくれる家族に一番感謝を

伝えてほしい。剣道を通して、人間

的にも成長を願っています。

辺
り
が
真
っ
暗
に
な
っ
て
も
、

相
良
南
小
学
校
体
育
館
か
ら

響
く
、
竹
刀
の
音
と
気
迫
の

こ
も
っ
た
声
。
相
良
少
年

剣
友
会
は
現
在
、
小
学
生

13
人
、
中
学
生
８
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
に
山
下
侑
輝
く
ん

（
並
木
野
・
現 

宮
崎
日
大

高
校
１
年
）
が
個
人
で
日
本
一

に
輝
き
、
団
体
で
も
男
子
が

お
と
と
し
九
州
大
会
で
優
勝
。

剣
友
会
の
功
績
を
挙
げ
る
と

キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
先
輩
た
ち
の
意
志
を

継
ぎ
、
日
夜
練
習
に
励
む

少
年
少
女
剣
士
た
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

　

倉
田
さ
ん
は
昨
年
11
月
、熊
日
杯
県
下
段
別
剣
道
選
手
権
大
会
に
出
場
。

二
段
女
子
の
部
で
、
決
勝
戦
で
高
校
生
相
手
に
一
本
勝
ち
を
お
さ
め
優
勝

し
ま
し
た
。「
相
手
は
年
上
の
選
手
だ
っ
た
が
、挑
戦
者
の
気
持
ち
で
堂
々

と
戦
え
た
。
初
め
て
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

個
人
だ
け
で
な
く
、チ
ー
ム
と
し
て
も
高
い
目
標
を
掲
げ
る
倉
田
さ
ん
。

「
私
は
団
体
戦
で
大
将
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
大
一
番
で
勝
利
を
決

め
る
役
目
を
果
た
せ
る
よ
う
、
日
々
の
稽
古
に
励
み
た
い
」
と
笑
顔
の
中

に
も
強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
12
月
25
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
た
若わ

か

鷲わ
し

旗
争
奪
中
学
生
剣
道
大
会
。
全
国
か
ら
強
豪
が
集
う
大
会
に
、
樋
口
さ
ん

は
主
将
と
し
て
チ
ー
ム
を
牽
引
し
ま
し
た
。
４
日
間
で
28
試
合
と
い
う
過

酷
な
戦
い
を
こ
な
し
、
70
校
中
９
位
で
シ
ー
ド
権
を
獲
得
す
る
活
躍
を
み

せ
ま
し
た
。「
ト
ッ
プ
10
に
入
り
、
お
と
と
し
の
先
輩
た
ち
の
成
績
に
並

ぶ
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
。
し
か
し
全
国
の
壁
は
ま
だ
ま
だ
高
く
、
あ
い

さ
つ
や
声
の
大
き
さ
な
ど
の
規
律
面
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
そ
う
い
っ
た

所
も
勉
強
に
な
り
、
全
国
の
レ
ベ
ル
を
知
る
良
い
経
験
に
な
っ
た
」
と
話

す
樋
口
さ
ん
。
小
学
生
の
頃
か
ら
竹
刀
を
振
っ
て
き
た
大
切
な
仲
間
と
共

に
、
再
び
全
国
の
舞
台
に
立
つ
と
意
気
込
み
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

相
良
少
年
剣
友
会

見
据
え
る
先
は
、
全
国

熊
本
県
下
段
別
剣
道
選
手
権
で
優
勝

大
将　

倉
田
青せ

い

ら空
さ
ん
（
平
原
・
相
良
中
２
年
）

初
の
全
国
舞
台
を
経
験

主
将　

樋
口
ほ
た
る
さ
ん
（
永
江
・
相
良
中
２
年
）

主
将
、
大
将
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
２
人
の
剣
士
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村政への貢献認められる
緒方元村議、「旭日単光賞」受章

勲章を胸に笑顔の緒方さん（中央）

　緒方典
てん

壽
じゅ

さん（松馬場）が地方自治功労を認めら
れ、高齢者叙勲の「旭

きょくじつたんこうしょう

日単光賞」を受章。役場に
て伝達式が執り行われました。
　緒方さんは永江地区の出身。名古屋で会社経営
などを経て帰郷後、地域の信頼と期待に推され、
昭和 56 年村議会議員に初当選。以来３期 12 年に
わたって議員を務めあげました。平成元年には総
務常任委員長に就任。夫婦橋の建設など、交通環
境整備に尽力しました。
　勇退後は村教育委員として、中学校の統合に取
組み、相良中学校の誕生として実を結びました。
　緒方さんは「自分のたどってきた道、歴史が認
められ、光栄に思う」と喜びを述べられました。

育った大地で作物を育てたい
鍬田さんが農業に仲間入り

交付金を手に決意をみせる鍬田さん（右）

　鍬田正一さん（並木野）が新規就労者として村の
農業に仲間入りし、奨励交付金が交付されました。
　鍬田さんは昨年の１月に就農。「自分は農業に励
む両親の背中を見て育ってきた。その想いを継ぎ、
育った大地で作物を育てたいと就農を決意した」
といきさつを語る鍬田さん。水稲や新しく取り入
れた薬草の栽培に汗を流しています。また、村内
外のたくさんの人から丁寧に教わり、以前の仕事
にはなかった「横のつながり」を実感する毎日を
送っているそうです。
　德田村長は「頑張っている両親を手本に、体に
気をつけて地域に貢献してほしい」とエールを送
りました。

若者に相良村はどう映る？
大学生がインターンシップで来村

２日目は信國晋太郎さん（上四浦）が育てるシイタケ
の収穫をお手伝い

　熊本県内の大学生 21 名がインターンシップで
来村し、２日間にわたり村内を視察しました。
　１日目は十島菅原神社や雨宮神社など「相性が
良くなるスポット」を視て回り、村のブランド化
について検討する「相良村企画会議」に出席。２
月に開催される「相良村ヴァレンタイン祭」の内
容を協議しました。学生から「相性が良くなるス
ポットの案内人が必要」、「スポットごとに楽しめ
る仕掛けがあれば」などの貴重な意見を聴くこと
ができました。
　村では、２月にも関東の大学から学生を受け入
れる予定です。今後も若い人材を積極的に活用し、
村のブランド化を進めていきます。

交通安全に役立てて
「大阪のおばちゃん」からタスキの贈り物

新年度の４月から、子どもたちはこのタスキを着けて
登校する

　相良南小学校に突然、一通の手紙と段ボールが
届きました。差出人は「大阪のおばちゃん」と名
乗る匿名の人物から。段ボールには反射材付きの
交通安全タスキ 221 本が入っていました。
　手紙によると、「大阪のおばちゃん」は３児の
母で、登下校中の子どもたちの明るい声に元気を
もらっているそうです。そんな子どもたちの交通
安全を願い、全国にタスキを送っているとのこと。
最後に「皆さんが元気で育ち、皆さんの夢が叶い
ますように」と願いが記されていました。
　松田晃二校長は「心温まる贈り物。子どもたち
の安全意識向上にもつながった」と感謝を述べて
いました。

12/13
（火）

12/19
（月）

12/14・15
（水･木）

12/22
（木）



税金って本当に必要？
北小生、税について学ぶ

　役場税務課職員による租税教
室が行われ、相良北小学校の高
学年７名が税について学習しま
した。
　職員から「道路の維持や消防
など、１人でできないことをみ
んなでお金を出し合い、安心安
全な社会ができている。みんな
が通っている校舎や、使ってい
る教科書にも税金が使われてい
る。大切に使ってください」と
メッセージが送られました。

身の回りで税金が使われているものを
探す児童ら
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毎
日
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
熊
本
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
事
務
局
に
派
遣
さ
れ
、あ
っ

と
い
う
間
の
３
年
間
で
し
た
。
こ
の
３
年
間

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
慣
れ
な
い
環
境
の

た
め
当
初
は
戸
惑
っ
て
ば
か
り
で
し
た
が
、

ど
う
に
か
１
年
、
２
年
と
過
ご
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
集
大
成
と
考
え
て
い
た
３
年

目
に
、
あ
の
熊
本
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

相
良
村
は
、
あ
ま
り
地
震
の
被
害
は
な

い
と
聞
い
て
安
心
し
ま
し
た
が
、
事
務
局

は
県
内
か
ら
の
派
遣
職
員
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
実
際
に
自
宅
や
自
家
用
車

が
被
災
し
た
職
員
も
い
ま
し
た
。
事
務
所

も
停
電
や
し
ば
ら
く
飲
料
水
が
飲
め
な
い

時
期
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
私
の
中
で
は

地
震
は
と
て
も
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
と
し
ま
し
て

も
、
熊
本
地
震
に
よ
り
半
壊
以
上
の
罹り

災

証
明
書
が
発
行
さ
れ
た
被
保
険
者
か
ら
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
申
請
、

一
部
負
担
金（
病
院
な
ど
窓
口
で
支
払
う

自
己
負
担
分
の
医
療
費
）還
付
申
請
な
ど

の
事
務
が
新
た
に
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の

申
請
書
は
、
被
保
険
者
か
ら
県
内
の
市
町

村
役
場
を
経
由
し
て
送
ら
れ
て
く
る
の
で

す
が
、
特
に
地
震
の
被
害
が
多
か
っ
た
市

町
村
か
ら
は
当
然
の
よ
う
に
膨
大
な
量
の

申
請
書
が
送
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
申
請
書

の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

申
請
さ
れ
た
被
保
険
者
の
た
め
に
も
、
担

当
課
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
私
た
ち
事
務

局
職
員
全
員
で
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
震
後
は
、
毎
日
慌

た
だ
し
く
過
ご
し
て
い
る
３
年
目
で
す
。

　

さ
て
、
私
も
残
す
と
こ
ろ
派
遣
期
間
が

３
ヶ
月
を
切
り
ま
し
た
。
そ
の
限
ら
れ
た

期
間
を
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
機
会
を
、

そ
し
て
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
し
て
、
最
後
の

派
遣
レ
ポ
ー
ト
と
致
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

派
遣
レ
ポ
ー
ト

廣
松 

理
加

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

「
税
に
関
す
る
作
品
」
入
賞
者
紹
介

平
成
28
年
度

昨
年
11
月
11
日
～
17
日
は
、
全
国
一
斉
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
し
た
。

こ
れ
に
ち
な
み
、
人
吉
球
磨
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
が
募
集
し
た

「
税
に
関
す
る
作
品
」
の
村
内
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

ま
た
、
昨
年
12
月
16
日（
金
）に
相
良
北
小
学
校
で
行
わ
れ
た
、

「
租
税
教
室
」
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

中
学
生
の
部
「
税
の
標
語
」

人
吉
球
磨
地
区
税
務
関
係
団
体
長
連
絡
協
議
会
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
川
口
　
大
樹
（
相
良
中
学
校
２
年
・
永
江
）

『
税
金
で　

広
が
る
夢
と　

輝
く
未
来
』

中
学
生
の
部
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

人
吉
税
務
署
長
賞
　
白
砂
　
天
誠
（
相
良
中
学
校
２
年
・
松
馬
場
）

『
税
金
に
感
謝
』

相
良
村
長
賞
　
豊
原
　
未
来
（
相
良
中
学
校
２
年
・
並
木
野
）

『
税
金
に
支
え
ら
れ
て
』

高
校
生
の
部
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

人
吉
税
務
署
長
賞
　
竹
崎
　
未
菜
（
球
磨
商
業
高
校
３
年
・
並
木
野
）

『
税
金
と
私
た
ち
の
生
活
』

小学生の部
「税の習字」

相良村長賞
中園　董子

北小学校３年・中四浦

人吉球磨地区税務関係
団体長連絡協議会会長賞

西小路　由芽
南小学校４年・新村
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学校保健委員会だより

  健康、それは誰しも願うことです。私は心身の健康

を保つために大切なことは、歯の健康だと思ってい

ます。

　私たちは、身体の検査は定期検診（人間ドックを含

む）を受診することで健康状態を確認できますが、歯

の健康は、確認できていますか。私たちは、痛くなっ

てから歯医者に行きがちですが、それでは遅いのです。

歯が痛くなると、何もしたくなくなりますよね。心身

の健康に必要な食欲も出ないし、睡眠不足にもなるの

です。「歯」を甘く見てはいけませんよ。

　本校では、「８
ハチマルニイマル

０２０運動（８０歳になっても２０本

以上の自分の歯を保つ運動）」を展開していますが、「要

治療者の治療率１００％」を目標にしています。５月

の検診後、要治療者と診断された児童は、９４人／

２２８人中（要治療者率４１％）でした。平成２８年

１２月末の治療率は、約８２％です。

　親子でもう少し「歯」に対する健康意識を高く持っ

てもらい、歯の大切さを早い時期に気づいて欲しいと

思っています。

  歯のケアとして、日々の歯磨きの習慣化（ブラッシン

グ５分～１０分）、歯のクリーニングを中心とした歯医

者への定期受診をお勧めします。

　家族みんなで、「歯の健康」について話題にしてみま

しょう。　家族みんなが健康で暮らせるよう、できる

ことから家族みんなで始めましょう。

学校保健委員会だより
「心身の健康を保つために」
 ～まずは「歯の健康」から～

相良南小学校長　 松田　晃二

南小学校 北小学校 中学校

2
　
月

１日 委員会活動
２日 学習支援
13日 代表委員会
16日 学習支援
17日 フリー参観日
22・23日
　　 全国学力検査
24日 新入学児体験入学

３日 なわとび大会
８日 新入児体験入学
17日 児童会総会
22・23日 学力テスト

３日 前期選抜試験
８～10日
　　 ３年生期末考査
17日　避難訓練
21～23日
　　 １・２年生期末考査
24日 ２年生立志式
　　 １年生授業参観
　　 １・２年生PTA

3
　
月

１日 委員会活動
２日 分団児童会
３日 授業参観
10日 お別れ遠足
22日 ６年生修了式
23日 卒業式
24日 修了式
28日 退任式

３日 学年末PTA
９日 漢字検定
10日 お別れ遠足
22日 ６年修了式
23日 卒業式
24日 修了式

８～９日 後期選抜
13日 ３年生修了式
14日 卒業式
24日 修了式

第 17回

ごぞんじですか？　相良村の小・中学校の図書館は児童や生徒、先生方だけではなく、地域の
方も利用することができます。あわせて総合体育館の図書コーナーもどうぞご利用ください！

いこい♪図書館

担当：相良南小学校　山口

【相良南小学校図書館】
◦図書蔵書数・・・１１，４３６冊
◦貸出・返却日・・月～金（祝祭日は休み）
　　　　　　　　午前８時～午後３時００分
◦貸出期間・・・・・１ヶ月･５冊まで　

学校開放時など、お気軽に学校図書館へお越しください♪

今回紹介した本は、相良南小学校でも借りることができます。
☆ご利用についてのお問い合わせは、各学校の担当までお願いします。

※小・中学校の２月、３月の大まかな行事 【本のおすすめコーナー】

大西　廣　文
梶山　俊夫ほか絵	
福音館書店

『鬼
おに

が出
で

た』

　もうすぐ節分です。鬼って、恐ろしいですよ
ね。でも、「だれでも鬼になったことがある」
んだそうです。驚きませんか？
　答えは鬼ごっこ。必ず鬼になったことがあ
りますよね。納得です。
　鬼とはいったいなんだろう？人間だったり、
神様だったりすることも。
　読むだけでなく、絵や写真を見るだけでも
楽しいです。
　鬼についてちょっと深く考えてみる絵本です。
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相良村奨学資金貸与のご案内

　相良村では、向学心に富み、有能な素質を有する学生または生徒で、経済的理由により修学が困難な
方に対し、奨学資金を貸与しています。

１．対象者
（１）その者が一にする生計の主たる維持者が村内に居住していること
（２）心身が健全で、学力が優れていること
（３）学資の支払いが困難であること
（４）独立行政法人日本学生支援機構などの法人から、現在学資の貸与を受けていないこと
（５）貸与した奨学資金の返還が確実であること

２．資金の種類及び貸与金額

種類 一　　般　　貸　　与 入学支度金貸与

区　　分

・大学または専門課程
　（高等専門学校の第４学年以上
の学年に在学する者を含む）

・高等学校
　（高等専門学校の第１～第３学
年までに在学する者を含む）

・中等教育学校の後期課程

・私立高等専門学校
・私立高等学校
・中等教育学校の
　後期課程入学者

貸与金額
国立および公立 月額 30,000 円 国立および公立 月額 15,000 円

一時金 50,000 円
私　　　立 月額 40,000 円 私　　　立 月額 20,000 円

３．貸与条件
（１）貸与利率：無利子
（２）返済期間 ： 大学などを卒業および専門課程を修了した日の月から、１年を経過した月の翌月

から、貸与期間に２を乗じた期間
　　　　（例）４年大学で４年間貸与した場合・・・４年 × ２＝８年間で返還
　　　　　　　・貸与額…私立大学の場合 ４年間 × ４８か月＝１，９２０，０００円
　　　　　　　　８年間での返還となるので、月々の返還額は２０，０００円となります。

（３）返済方法：年賦、半年賦または月賦

４．申込方法
（１）受付期間：平成２９年３月１日から３月２４日まで
（２）申請書類：平成２９年２月１５日から教育委員会で交付

５．貸与決定
奨学生（貸与）の決定は、奨学生選考委員会に諮

はか

り、決定します。

■問合せ先　教育委員会　☎３５－１０３９
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エ
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ス
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払
う
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が

な
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い
う
方
は
、
便
利
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口
座
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替
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ご
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用
く
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さ
い
。
な
お
、
ま
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め
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払
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前
納
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る
と
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険
料
が
割
引
さ
れ

ま
す
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■
口
座
振
替
の
振
替
方
法

（
１
）
２
年
前
納

　　
（
４
月
～
翌
々
年
３
月
分
）

（
２
）
１
年
前
納（
４
月
～
翌
年
３
月
分
）

（
３
）
６
カ
月
前
納（
４
月
～
９
月
分
、

　
　
　

10
月
～
翌
年
３
月
分
）

（
４
）
当
月
末
振
替
（
早
割
）

※
本
来
の
納
付
期
限
よ
り
も
１
か
月

早
く
口
座
よ
り
振
替
す
る
方
法

（
５
）
翌
月
末
振
替

※
保
険
料
の
割
引
な
し

の
５
種
類
か
ら
自
由
に
選
ん
で
お
申
込
み

で
き
ま
す
。

・
ま
と
め
て
前
払
い（
前
納
）す
る
と
、
割

引
が
適
用
さ
れ
る
の
で
お
得
で
す
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・
口
座
振
替
で
の
平
成
29
年
度
分
の
振
替

方
法（
１
）～（
３
）の
締
切
日
は
、
平
成

29
年
２
月
28
日（
火
）で
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
先
】

　
日
本
年
金
機
構
八
代
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
６
５

−

３
５

−

６
１
２
３

の保健福
祉

ひろば

２月の小児科在宅当番医

５日㈰	 公立多良木病院　小児科
11日㈷	 増田クリニック　小児科
12日㈰	 人吉医療センター　小児科
19日㈰	 やまむら医院
26日㈰	 たかはし小児科内科医院

４２－２５６０
２２－３５７０
２２－２１９１
４５－０００５
２４－２２２２

〈受診時間/午前9時〜午後5時〉

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

お問い合わせは　保健福祉課（直通）☎３５−１０３２
国保係　戸籍係　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）

　
ま
だ
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■日時／２月１５日（水）９：３０より受付
■場所／相良村ふれあいセンター
※準備の都合上、１０日（金）までお知らせください。
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保健福祉のひろば

　６５歳以上の方については、障害者手帳などを持っていない場合でも、身体の状況によっては、税の申告に
おける障害者控除に該当する場合があります。介護認定などを受け、下記の表に該当する方には、「障害者控除
対象認定書」を交付します。該当する可能性のある方は、印鑑を持参のうえ福祉係で手続きをお願いします。

■障害者控除対象者認定区分
区　分 認　　定 基　　準

障害者
知的障害者（軽度・中度）に準ずる 主治医意見書に記載されている認知症高齢者の日常生活自

立度（認知度）がⅡb、Ⅲa またはⅢb

身体障害者（3 級～ 6 級）に準ずる 主治医意見書に記載されている障害高齢者の日常生活自立
度（寝たきり度）が B1 または B2

特　別
障害者

知的障害者（重度）に準ずる 主治医意見書に記載されている認知症高齢者の日常生活自
立度（認知度）がⅣまたは M

身体障害者（１級、２級）に準ずる 主治医意見書に記載されている障害高齢者の日常生活自立
度（寝たきり度）が C1

寝たきり老人 主治医意見書に記載されている障害高齢者の日常生活自立
度（寝たきり度）が C2

※介護認定を受けていなくても、「屋内で何らかの介助が必要な方」や「日常生活に支障をきたす認知症の症状
がある方」など該当する場合があります。

【問合せ先】福祉係

　毎週水曜日の午前中、川辺構造改善センターにお
いて「相良村元気クラブ」を開催中です。介護予
防、健康づくりを生活の中に定着できるよう、村内
の６５歳以上の方を対象にした定員１５名の教室で
す。身体・頭・お口の体操など、皆さん楽しく取り
組んでいます。自宅からの送迎もあり、費用は昼食
のお弁当代４００円。４～９月を第１期、１０～３
月までが第２期となっています。参加を希望する方
は、福祉係までお問い合わせ下さい。

【問合せ先】福祉係

　相良村では昨年度から介護予防サポーター養成講
座を開催しています。介護予防サポーターとは、介
護予防と地域での支え合いについて理解を深め、地
域で普及・実践するボランティアです。今年度の養
成講座は１０～１１月に全５回開催し、新しく９名
のサポーターさんが誕生。現在１４名の方がサポー
ターとして、元気クラブなどをお手伝いしてもらっ
ています。養成講座は年１回開催しており、来年度
も開催予定です。開催の際は回覧などでお知らせし
ますので、介護予防について興味がある方はぜひご
参加ください。　　　　　　　  【問合せ先】福祉係

65 歳以上の方へ
  ―税の申告において障害者控除を受けられる場合があります―

私たちの元気が村の元気 !
元気クラブ開催中 !

支えあうハートフルな村へ
新たに９名の介護予防サポーター誕生

手足を振って体を動かす参加者ら新介護予防サポーターの皆さん
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こんにちは。相良村消防団女性消防隊です。昨年は、相良村が誕生して６０
年という大きな節目でした。またことしは、相良村消防団に女性消防隊が発
足して１０年目となります。発足当時５名だった隊員は現在１０名に増え、
幅広い世代で交流もでき、楽しく活動しています。活動内容も年を追うごと
に充実し、毎年訪問させていただいている保育園の園児の皆さんには楽しみ
ながら防災・防火などについて学んでもらっています。女性消防隊としての
活動を、身近でできるボランティアとしてぜひ一緒に活動しませんか！

主な待遇
被服貸与
年報酬や出動手当の支給
退職金の支給（一定以上）
など

主な活動
防火・防災の啓発活動
応急手当の知識の習得と普及活動
消防出初式や各種訓練の参加

募集人員

５名程度

　昨年は村内小・中学校において、消防中分署協力のもと４回の心肺蘇生法などの講習を行いました。

　相良村に在住の１８歳以上の女性で、女性消防活動に積極的に参加していただける方を募集しています。全国的に、
女性ならではの視点での防火・防災の活動が求められています。
　一緒に活動していただける方は、役場総務課消防主任（電話３５－０２１１）までご連絡ください。

相良中学校３年生（10 月 19 日）
消防中分署から、「心臓マッサージは心臓
を押して、血液を全身に送っているんだ
という感覚を意識して行ってみて」とい
うアドバイスがありました。

昨年からの女性消防隊活動報告

女性消防隊員募集中

相良村消防団  女性消防隊

北小学校（７月１日）
児童一人ひとり緊張した様子で、１１９番
通報と受け答えの練習を実施しました。 南小学校サガラッパ放課後

クラブ（７月 28 日）
消火体験ではびしょ濡れになり
ながらも楽しく体験できました。

南小学校５・６年生（７月１日）
６年生代表がみんなの前で心肺蘇生法
を披露してくれました。

地区の集まりなどに女性消防隊が出
向き、講習を行うことができますの
で、ぜひお声かけください。

【問合せ先】相良村役場総務課
　　　　　☎３５－０２１１



12

香
典
返
し
〈
12
月
分
〉

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
敬
称
略

本
田
　
修
一
（
並
木
野
）

堀
田
　
明
晴
（
新
　
村
）

　
村
民
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち

は
。
総
務
課
で
広
報
を
担
当

し
て
お
り
ま
す
大
園
と
申
し

ま
す
。
今
月
号
か
ら
、
広
報

担
当
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
届
け
す
る
場
を
設
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取
材

中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
時
に

は
た
わ
い
な
い
話
も
つ
づ
っ

て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
付

き
合
い
く
だ
さ
い
。

　
今
月
号
か
ら
、
四
コ
マ
漫

画
「
そ
れ
い
け
！
サ
ガ
ラ
ッ

パ
」
の
連
載
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
か
わ
い
い
サ
ガ

ラ
ッ
パ
の
ド
タ
バ
タ
コ
メ

デ
ィ
を
、
子
ど
も
た
ち
に
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
○園

世帯数 1,657世帯（＋1）  男 2,214人（△2）  女 2,440人（△2）  計 4,654人（△4）相良村の人口と世帯（12月末現在）
※（　）内は、先月末との差です。※外国人住民を含めた集計です。

林務係からのおしらせ

　「市町村森林整備計画」では、森林の適切な取扱いについて定めて
おり、この計画に従った森林の伐採および伐採後の造林を実施してい
ただくために、「伐採及び伐採後の造林の届出」を事前に提出してい
ただき、内容を確認させていただいています。また、保安林は、公益
目的の達成のために指定された重要な森林であるため、立木の伐採を
行う場合には、許可または届出が必要です。

森林の立木を伐採するときには、
事前に届出や許可が必要です

【問合せ先】相良村役場産業振興課林務係
　　　　　　☎３５－１０３４（直通）
　　　　　　熊本県県南広域本部球磨地域振興局　森林保全課
　　　　　　☎２４－４１９０（直通）

　熊本県では、適正な森林施業の推進を図る目的で、伐採現場に
法令遵守を示す旗を掲揚する取組を始めます。
　　　■対象　１ha 以上の皆伐（択伐や間伐は対象外）
　旗の交付や掲揚の方法については【問合せ先】まで。

平成 29年 4月から、伐採現場に
法令遵守を示す旗の掲揚をお願いします。

地
域
森
林
計
画
対
象
森
林
に

お
い
て
伐
採
を
計
画

保安林である場合

森林経営計画がた
てられている森林
である場合

そ　の　他

事前に都道府県へ許可
申請・届出が必要 

市町村へ事後の届出が
必要

伐採30日～90日前に、
「伐採および伐採後の
造林の届出」が必要

編
集
後
記

ひ
と
り
ご
と
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村長エッセー 「2/12　相良村ヴァレンタイン祭♡」

　年が明けて相良村では 4 日は成人式。式では５６人の新成人者が抱負を

語ってくれました。５年前には中学生だったことを考えると、皆さん立派な

成人になられたと感動したところです。どこにいても相良村の人間としての

誇りを持ってくれているのだなと思った次第です。

　８日には、消防出初式がありました。悪天候の中、通常点検は急きょ総合

体育館へと会場を移しての実施となり、放水競技も足元の悪い中で各分団奮

闘されました。優勝分団・部にはお祝い申し上げますが、どの競技も素晴ら

しいものであったと思います。

　１５日は、村民駅伝大会でありました。寒気が押し寄せて寒い中でしたが、参加した１２チームすべて

が、しっかりとタスキをつないでのゴールでした。

　新年の３つのメインイベントが無事終わったところで、これからは２９年度に向けた予算づくり（予算

査定）に入ります。

☆

　先日、ホコリまみれの段ボールの片付けをしていたら、高校時代の教科書・参考書などが出てきまし

た。勉強をしなかった（汗！）割には４０年を過ぎて黄ばんだ本が懐かしく、手に取ったのは「小倉百人

一首」。

君がため　春の野にいでて　若菜摘む　わが衣手に　雪は降りつつ

【解説】あなたのために春の野に出て若菜を摘んでいましたが､春だというのにちらちらと雪が降ってき

て、私の着物の袖にも雪が降りかかっています｡ それでも、あなたのことを思いながら、 こう

して若菜を摘んでいるのです・・・♡

　今から１２００年ほど前の光孝天皇が詠んだものですが、私が気に入っていた春の和歌です。

☆

　私のイメージに合うかどうか知りませんが、「愛なくして村づくりができるか！」と本気で思っています。

村民への想い＝愛です。

　成人者も、家族愛・友人愛・村への愛・会社への愛・・など無

くして立派な社会人にはなれません。消防団員も村への愛なくし

ては、仕事を持ちながら、深夜や寒い中での安全安心のため消防

団活動はできません。光孝天皇の和歌も愛する人への思いをうま

く詠み込んでいるから、数千年という時間と立場を超えて心を揺

さぶるものがあるのだと思います。

　相良村では「愛」をテーマに 2/12（日）、茶湯里特設会場にお

いて、相良村ヴァレンタイン祭を開催します！スイーツフェスタ

も同時開催です。どうかご来場ください！

相良村長

德 田  正 臣
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球磨・人吉地区県立高等学校　４校 合 同 説 明 会
【日時】平成２９年３月１９日（日）
　　　　１３：００〜１６：３０
【場所】人吉市カルチャーパレス（小ホール）
　　　　人吉市下城本町 1 5 7 8 - 1　☎ 2 4 - 3 3 1 1

・各高等学校からの説明及び生徒体験発表等
・各高等学校（ブース）による相談窓口
・各高等学校のパネル等の展示
  （授業・学校⾏事・部活動等の様⼦）

　球磨・⼈吉地区の県⽴⾼等学校４校の特⾊ある教
育活動を紹介し、これから高校進学を迎える中学生
や保護者等が進路について考える上で必要な情報
を提供するとともに、地域住⺠の皆様に学校につい
て知ってもらうことで地域に開かれた学校づくり
を推進します。

【問合せ先】
　熊本県立球磨中央高等学校
　☎ 0 9 6 6 - 3 8 - 5 7 5 1（直通）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

5 6 7 8 9 10 11
◆母子健康手帳
　交付・両親学級
（受付9:00～9:20
　ふれあいセンター）

◆こころの健康相
談（要予約）

●建国記念の日

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

12 13 14 15 16 17 18
●相良村ヴァレン
　タイン祭
　10:00 ～
　茶湯里特設会場

◆７か月児育児学
級（相良会場）
（H28.7生）

◆ちゃちゃクラブ ◆３～4か月児健
診（相良会場）
（H28.10.6～
11.5生）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

19 20 21 22 23 24 25
◆母子健康手帳
　交付・両親学級
（受付9:00～9:20
　ふれあいセンター）

◆３歳児健診
　（H25.6～8生）

●収納窓口延長
　（税務課）
　午後7時まで

◆こころの健康相
談（要予約）

●中学校立志式

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

26 27 28

●総合体育館休館日

★２月は国民健康保険税第10期の納付月です。納め忘れのな
いよう便利な口座振替のご利用を！

★保育料は毎月納期限内に納めましょう！保育料の納期は毎月
２５日です。（２５日が土・日・祝祭日の場合は、翌日になります。）

２月の行事予定 変更になる場合もあります。 ◆保健福祉関係　●教育委員会ほか

☆毎週木曜日は「ノーテレビデー・ノーゲームデー」…
　テレビやゲームから離れ、生み出された時間を学習や読書、家族団らんなどの時間としましょう。

人吉高校

中学生や保護者、地域の皆様など、興味のある方はどなたでもＯＫです!

ご来場お待ちしています !

球磨中央高校南稜⾼校球磨工業高校
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56名の新成人の皆さん、成人おめでとうございま
す。この日は一生の宝物となったことでしょう。
たとえ遠く離れても、仲間を大切にそれぞれの道
で頑張ってください。

編
集

・
発

行
／

熊
本

県
球

磨
郡

相
良

村
総

務
課

〒
868-8501 熊

本
県

球
磨

郡
相

良
村

大
字

深
水

2500番
地

1
TEL 0966–35–0211　

  FA
X

 0966–35–0011
E-m

ail  info@
vill.sagara.lg.jp　

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

  http://w
w

w
.vill.sagara.lg.jp/

平
成

29年
1月

26日
発

行


